
会議録は市役所の情報公開課をはじめ、図書館や地区公民館等に備えており、市のホームページでもご覧になれます。

編 集 者 神谷 宗幣
中本美智子・川本 均
村口 始・島 晃

発行所
吹田市議会事務局
吹田市泉町１丁目３番 号
直通電話 （ ）

（ ）

市
民
の
皆
様
方
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
本
市
政
並
び
に
市
議
会
に
対

し
ま
し
て
、
多
大
な
る
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

私
た
ち
両
名
は
、
さ
き
の
６
月
臨
時
会
に

お
き
ま
し
て
、
正
副
議
長
と
い
う
要
職
を
担

う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
も
と
よ
り
微
力
で

あ
り
ま
す
が
、
決
意
を
新
た
に
し
、
本
市
政

進
展
の
た
め
最
善
の
努
力
を
い
た
す
所
存
で

あ
り
ま
す
の
で
、
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
き
の
東
日
本
大
震
災
は
、
東
日
本
を
中

心
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
現

在
、
懸
命
な
復
旧
、
復
興
活
動
が
行
わ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
今
回
の
震
災
で
は
、
基
礎
自

治
体
が
果
た
す
役
割
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識
い
た
し
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
昨
今
の
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
長

引
く
不
況
に
よ
る
財
政
状
況
の
悪
化
や
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
に
よ

る
地
域
活
力
の
低
下
な
ど
、ま
す
ま
す
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
、

時
代
の
変
化
に
即
応
し
た
新
し
い
自
治
体
の

構
築
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
、
完
成
が
待
ち
望
ま
れ
る
吹
田
操
車

場
跡
地
の
ま
ち
づ
く
り
や
千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
再
生
事
業
な
ど
、
重
要
な
行
政
課
題
が
山

積
し
て
お
り
ま
す
。

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
市
民
ひ
と

り
ひ
と
り
が
安
心
し
て
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
た
各
種
施
策
の
推
進
に
、

鋭
意
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
な
お
い
っ
そ
う

の
御
支
援
、
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

議 長

木 村 裕

副議長

神 谷 宗 幣

６
月
３
日
の
本
会
議
で
、
次
の
と

お
り
常
任
委
員
会
等
の
役
員
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

（
◎
は
委
員
長
、
○
は
副
委
員
長
）

財

政

総

務

◎
島

晃

○
橋
本

浩

梶
川

文
代

足
立

将
一

池
渕
佐
知
子

吉
瀬

武
司

和
田

学

倉
沢

恵

柿
原

真
生

主
な
所
管
事
項

政
策
企
画
部

（
秘
書
、
広
報
、
政
策
企
画
）
、
総

務
部
（
法
務
、
人
事
、
情
報
公
開
）
、

政
策
推
進
部
（
政
策
推
進
、
行
財
政

改
革
、
防
災
・
防
犯
）
、
財
務
部
（
財

政
、
契
約
、
市
税
）
、
会
計
室
、
消

防
本
部
ほ
か

文

教

市

民

◎
村
口

始

○
柿
花

道
明

後
藤

恭
平

矢
野
伸
一
郎

澤
田

雅
之

野
田

泰
弘

木
村

裕

竹
村

博
之

豊
田

稔

主
な
所
管
事
項

自
治
人
権
部

（
市
民
自
治
、
人
権
啓
発
、
男
女
共

同
参
画
）
、
市
民
文
化
部
（
文
化
振

財

政

総

務

文

教

市

民

新
議
員
に
よ
る
吹
田
市
議
会
は
、
５
月

日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

統
一
地
方
選
挙
後
、
初
め
て
の
議
会
と
し
て
、
６
月
臨
時
会
が
６
月
２
日
か
ら
９
日
ま

で
開
か
れ
、
議
長
・
副
議
長
及
び
議
会
選
出
監
査
委
員
を
は
じ
め
、
常
任
委
員
会
・
特
別

委
員
会
な
ど
の
新
し
い
役
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
額
を
改
定
す
る
こ
と
な
ど
を
内
容
と
す
る
国
民
健

康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
、
議
会
閉
会
中
に
市
長
が
行
っ
た
専
決
処
分
報
告
２
件
を

承
認
し
、
ま
た
、
欠
員
と
な
っ
て
い
た
副
市
長
二
人
の
選
任
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。

な
お
、
市
長
の
給
料
と
期
末
手
当
の
３
割
、
退
職
金
の
５
割
を
そ
れ
ぞ
れ
減
額
す
る
た

め
の
特
例
条
例
案
２
件
と
平
成

年
（
２
０
１
１
年
）
度
の
一
般
会
計
補
正
予
算
案
が
提

案
さ
れ
ま
し
た
が
、
次
期
定
例
会
ま
で
継
続
審
査
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

興
、
住
民
登
録
、
年
金
、
広
聴
）
、

産
業
労
働
に
ぎ
わ
い
部（
産
業
振
興
、

観
光
）
、
教
育
委
員
会
（
教
育
施
設

の
管
理
、
就
学
、
生
涯
学
習
、
公
民

館
、図
書
館
、青
少
年
対
策
、体
育
）、

農
業
委
員
会

福

祉

環

境

◎
中
本
美
智
子

○
井
上
真
佐
美

生
野

秀
昭

榎
内

智

山
本

力

奥
谷

正
実

福

祉

環

境

小
北

一
美

玉
井
美
樹
子

上
垣

優
子

主
な
所
管
事
項

児
童
部
（
子
育

て
支
援
、
児
童
福
祉
）
、
福
祉
保
健

部
（
高
齢
・
障
が
い
者
福
祉
、
生
活

保
護
、
介
護
保
険
、
国
民
健
康
保
険
、

後
期
高
齢
者
医
療
、
健
康
づ
く
り
）
、

環
境
部
（
公
害
対
策
、
ご
み
処
理
、

リ
サ
イ
ク
ル
）
、
市
民
病
院

建

設

建

設

◎
川
本

均

○
山
根

建
人

西
川

厳
穂

竹
内

忍
一

山
口

克
也

神
谷

宗
幣

藤
木

栄
亮

坂
口

妙
子

塩
見
み
ゆ
き

主
な
所
管
事
項

都
市
整
備
部

（
都
市
計
画
、
景
観
・
市
街
地
整
備
、

住
宅
、
開
発
指
導
、
建
築
指
導
）
、

建
設
緑
化
部
（
公
園
・
緑
化
、
市
道

の
舗
装
・
補
修
、
交
通
政
策
）
、
下

水
道
部
（
下
水
管
・
処
理
場
の
維
持

管
理
、
水
路
改
良
）
、
水
道
部
（
給

配
水
、
漏
水
防
止
、
水
質
管
理
）

特
別
委
員
会
等

議
会
運
営
委
員
会

◎
竹
内

忍
一

○
後
藤

恭
平

生
野

秀
昭

池
渕
佐
知
子

山
口

克
也

野
田

泰
弘

山
本

力

奥
谷

正
実

島

晃

塩
見
み
ゆ
き

柿
原

真
生

吹
田
操
車
場
等
跡
利
用

対
策
特
別
委
員
会

◎
澤
田

雅
之

○
矢
野
伸
一
郎

西
川

厳
穂

竹
内

忍
一

山
口

克
也

橋
本

浩

野
田

泰
弘

村
口

始

藤
木

栄
亮

島

晃

山
根

建
人

都

市

環

境

防

災

対
策
特
別
委
員
会

◎
塩
見
み
ゆ
き

○
足
立

将
一

梶
川

文
代

池
渕
佐
知
子

川
本

均

井
上
真
佐
美

山
本

力

竹
村

博
之

奥
谷

正
実

豊
田

稔

小
北

一
美

上
垣

優
子

市
民
病
院
の
在
り
方

検
討
特
別
委
員
会

◎
吉
瀬

武
司

○
柿
原

真
生

中
本
美
智
子

生
野

秀
昭

榎
内

智

後
藤

恭
平

柿
花

道
明

和
田

学

坂
口

妙
子

倉
沢

恵

玉
井
美
樹
子

議
会
だ
よ
り
編
纂
委
員
会

神
谷

宗
幣

中
本
美
智
子

川
本

均

村
口

始

島

晃

そ
の
他
の
委
員
等

監

査

委

員

小
北

一
美

玉
井
美
樹
子

農
業
委
員
会
委
員

野
田

泰
弘

和
田

学

竹
村

博
之

藤
木

栄
亮

大
阪
府
都
市
競
艇
組
合

議
会
議
員

山
本

力

淀
川
右
岸
水
防
事
務
組
合

議
会
議
員

坂
口

妙
子

６
月
臨
時
会
で
は
、
次
の
方
々
の

選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

副
市
長
（
任
期
４
年
）

池
田
市
伏
尾
台
５
丁
目
７
番
地
の
２

冨

田

雄

二

氏

千
里
山
高
塚
３
番
２
号

山

中

久

徳

氏

会

派

の

構

成

会

派

名

構
成
議
員
（
議
席
順
）

日
本
共
産
党（
８
）

村
口

始

竹
村

博
之

倉
沢

恵

塩
見
み
ゆ
き

柿
原

真
生

玉
井
美
樹
子

上
垣

優
子

山
根

建
人

公

明

党（
７
）

矢
野
伸
一
郎

井
上
真
佐
美

野
田

泰
弘

吉
瀬

武
司

小
北

一
美

坂
口

妙
子

島

晃

民
主
市
民
連
合（
６
）

澤
田

雅
之

川
本

均

竹
内

忍
一

木
村

裕

和
田

学

山
本

力

維
新
倶
楽
部（
５
）

柿
花

道
明

橋
本

浩

藤
木

栄
亮

奥
谷

正
実

豊
田

稔

吹
田
新
選
会（
３
）

後
藤

恭
平

足
立

将
一

神
谷

宗
幣

す
い
た
市
民
自
治（
２
）

池
渕
佐
知
子

西
川

厳
穂

す
い
た
市
民
ク
ラ
ブ（
２
）

梶
川

文
代

生
野

秀
昭

み
ん
な
の
未
来（
２
）

榎
内

智

山
口

克
也

吹
田
い
き
い
き
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
１
）

中
本
美
智
子

会

派

の

構

成
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この すいた市議会だより は 万 部作成し、１部当たりの単価（配布費用を含む）は９円です。

（
議
席
順

氏
名
の
上
の

数
字
は
議
席
番
号
）

中 本 美智子
吹田いきいき市民ネットワーク

梶 川 文 代
すいた市民クラブ

生 野 秀 昭
すいた市民クラブ

榎 内 智
みんなの未来

後 藤 恭 平
吹田新選会

足 立 将 一
吹田新選会

池 渕 佐知子
すいた市民自治

西 川 厳 穂
すいた市民自治

皆
様
の
力
強
い
ご
支
援
、
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
市
民
活
動
、
地
域
活
動
を

ベ
ー
ス
と
し
て
議
会
活
動
を
進
め

て
参
り
ま
す
。
情
報
共
有
に
よ
る

見
え
る
政
治

を
実
践
し
、
市

民
の
皆
様
の
声
が
市
政
に
反
映
で

き
る
よ
う
全
力
で
頑
張
り
ま
す
。

議
会
制
民
主
主
義
な
ん
て
た
だ

の
数
の
論
理
だ
と
市
民
の
皆
さ
ん

を
失
望
さ
せ
て
し
ま
う
議
会
と
な

ら
ぬ
よ
う
、
市
政
運
営
に
対
し
て

こ
れ
ま
で
も
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も

自
分
に
嘘
を
つ
く
こ
と
な
く
常
に

前
向
き
に
是
々
非
々
を
貫
き
通
し

て
全
力
で
頑
張
り
続
け
ま
す
。

地
方
自
治
は
民
主
主
義
の
礎
。

地
方
分
権
の
叫
ば
れ
る
昨
今
、
自

立
・
自
助
の
精
神
の
下
、
新
し
い

吹
田
の
町
づ
く
り
、
自
由
で
平
等

な
社
会
づ
く
り
、
弱
者
に
や
さ
し

い
地
域
づ
く
り
に
、
過
去
か
ら
現

在
を
踏
ま
え
未
来
に
向
っ
て
、
努

力
邁
進
す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

初
当
選
に
感
謝
！

議
員
自
身

の
為
で
も
公
務
員
の
為
で
も
な
い
、

市
民
の
為
の
政
治

そ
の
初
心
を

忘
れ
ず
頑
張
り
ま
す
。
民
間
活
力

を
活
か
し
た
官
か
ら
民
へ
の
行
政

改
革
と
、
家
族
と
地
域
を
基
盤
と

し
た
自
立
を
支
え
る
福
祉
の
拡
充

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

真
に
支
え
合
え
る
豊
か
な
自
立

し
た
社
会
を
築
く
た
め
に
行
動
し

ま
す
。
今
ま
で
明
確
で
は
な
か
っ

た
役
割
と
責
任
を
地
方
政
治
が
担

う
と
い
う
こ
と
、
次
世
代
に
対
し

て
私
が
責
任
世
代
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
自
覚
し
て
市
民
の
皆
さ
ま

に
行
動
で
示
し
て
参
り
ま
す
。

先
輩
方
が
築
き
上
げ
て
く
だ
さ

っ
た
豊
か
な
吹
田
を
将
来
世
代
に

繋
い
で
い
く
と
い
う
二
十
代
の
責

任
と
、
皆
様
に
い
た
だ
い
た
ご
期

待
を
胸
に
、
地
方
分
権
の
時
代
に

対
応
で
き
る
力
強
い
吹
田
を
実
現

す
る
た
め
、
財
政
と
教
育
を
中
心

に
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

政
治
の
究
極
の
目
的
は

命
を

守
る

こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。
暮

ら
し
の
す
べ
て
は
政
治
に
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
。
生
活
者
の
視
点
、

女
性
の
視
点
で
、
住
み
続
け
た
い

ま
ち
吹
田

の
た
め
、
未
来
に
ま

っ
す
ぐ
取
り
組
み
ま
す
。
市
民
の

力
で
ま
ち
を
変
え
ま
し
ょ
う
！

市
財
政
は
、
経
常
収
支
比
率
が

１
０
０
％
を
超
え
る
と
い
う
厳
し

い
状
況
で
す
。
健
全
化
に
向
け
、

市
政
へ
の
チ
ェ
ッ
ク
を
一
層
強
め

ま
す
。

ま
た
行
政
課
題
で
は
、
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
と
吹
田
市
ら
し

い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

矢 野 伸一郎
公 明 党

澤 田 雅 之
民主市民連合

川 本 均
民主市民連合

竹 内 忍 一
民主市民連合

山 口 克 也
みんなの未来

神 谷 宗 幣
吹田新選会

柿 花 道 明
維新倶楽部

橋 本 浩
維新倶楽部

井 上 真佐美
公 明 党

野 田 泰 弘
公 明 党

皆
様
の
絶
大
な
る
ご
支
援
を
賜

り
、
初
当
選
さ
せ
て
頂
く
事
が
出

来
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。
ご
支
援
賜
り
ま
し
た

皆
様
の
お
声
に
、
全
力
で
お
応
え

し
て
参
り
ま
す
。
生
ま
れ
育
っ
た

愛
す
る
吹
田
の
街
を
、
温
も
り
の

あ
る
街
に
し
て
参
り
ま
す
。

皆
様
方
の
温
か
い
ご
支
援
で
二

期
目
の
議
席
を
賜
り
、
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
教
育
ひ
と
す

じ
を
モ
ッ
ト
ー
に
子
育
て
を
支
え

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
す
べ

て
の
人
た
ち
が
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
の
力
強
い
ご
支
援
で
二
期

目
の
議
席
を
賜
り
、
深
く
感
謝
と

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
引
き
続

き
、
環
境
・
福
祉
・
教
育
施
策
の

充
実
を
図
り
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
安
全

な
街
づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組
み

ま
す
。

三
期
目
の
議
席
を
賜
り
ま
し
た
。

本
市
の
将
来
を
考
え
て
、
行
財
政

改
革
、
教
育
、
国
立
循
環
器
が
来

る
吹
操
跡
地
の
ま
ち
づ
く
り
、
千

里

再
生
、
市
民
病
院
の
建
て

替
え
、
議
会
改
革
に
全
力
で
挑
み

ま
す
。
雇
用
の
創
出
、
吹
田
経
済

の
再
生
・
活
性
化
を
実
現
し
ま
す
。

温
か
い
ご
支
援
で
二
期
目
の
議

席
を
賜
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

３
・

の
す
さ
ま
じ
い
被
害
を

目
の
あ
た
り
に
し
、
日
本
、
吹
田

が
今
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、
国
民
、

市
民
を
守
れ
な
い
と
い
う
思
い
を

抱
き
、
防
災
・
環
境
・
教
育
に
し

っ
か
り
と
取
り
組
み
ま
す
。

二
期
目
の
信
託
を
賜
り
、
仲
間

も
増
え
た
分
、
大
き
な
責
任
を
感

じ
て
い
ま
す
。
市
長
の
市
政
運
営

の
チ
ェ
ッ
ク
、
教
育
を
中
心
と
し

た
政
策
提
案
、
財
政
健
全
化
、
議

会
改
革
な
ど
を
中
心
に
市
政
の
発

展
に
尽
く
し
、
皆
様
か
ら
信
頼
さ

れ
期
待
さ
れ
る
政
治
を
行
い
ま
す
。

多
く
の
ご
支
持
を
頂
き
、
責
任

を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。
市
民
の

方
が
安
全
で
安
心
で
き
る
街
づ
く

り
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。
行

財
政
の
無
駄
を
な
く
し
ま
す
。
窓

口
業
務
の
効
率
化
、
迅
速
化
に
よ

り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図

っ
て
参
り
ま
す
。

皆
様
の
力
強
い
ご
支
援
で
初
当

選
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
心
か
ら

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
ま
で
の

地
域
活
動
・
会
社
経
営
の
経
験
を

生
か
し
市
民
の
声
を
市
政
に
届
け

地
域
福
祉
の
充
実
と
市
政
の
財
政

健
全
化
を
進
め
る
こ
と
を
実
現
出

来
る
よ
う
に
活
動
い
た
し
ま
す
。

皆
様
の
真
心
の
ご
支
援
を
賜
わ

り
初
当
選
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
て
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

未
来
を
担
う
子
ど
も
達
に
、
夢

と
希
望
に
あ
ふ
れ
た
街
・
吹
田
を

つ
な
い
で
い
く
た
め
、
女
性
の
視

点
、
生
活
者
の
目
線
を
大
切
に
、

誠
心
誠
意
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

皆
様
の
真
心
の
ご
支
援
に
よ
り
、

二
期
目
の
当
選
を
さ
せ
て
頂
き
、

心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

市
民
の
皆
様
か
ら
の
声
を
し
っ

か
り
と
受
け
と
め
、
そ
の
実
現
に

向
け
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
安
心
・
安
全
の
住
み
よ
い

吹
田
を
築
く
た
め
、頑
張
り
ま
す
。

吉 瀬 武 司
公 明 党

木 村 裕
民主市民連合

和 田 学
民主市民連合

山 本 力
民主市民連合

村 口 始
日本共産党

竹 村 博 之
日本共産党

藤 木 栄 亮
維新倶楽部

奥 谷 正 実
維新倶楽部

豊 田 稔
維新倶楽部

小 北 一 美
公 明 党

皆
様
よ
り
力
強
い
ご
支
援
を
賜

わ
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
皆
様
の
お
声
を
し
っ
か
り
受

け
止
め
、
市
政
に
反
映
す
る

生

活
現
場
主
義

を
徹
し
て
貫
い
て

行
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
誠
心
誠

意
で
、

未
来
に
責
任
を
持
つ
政

治

を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
で
四
期

目
の
議
席
を
賜
わ
り
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
環
境
、
福
祉
、
健

康
、
教
育
、
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
、

未
来
の
ひ
と
づ
く
り

住
民
の
た

め
の
千
里

再
生
に
向
け
た

す
い
た
新
時
代
に
架
け
る
市
政

へ
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
持

を
頂
き
、
五
期
目
の
議
席
を
頂
き

ま
し
た
。

今
日
迄
の
経
験
を
力
に
市
民

の
皆
様
方
の
声
を
大
切
に
、
全
て

の
分
野
に
お
き
ま
し
て
、
慎
重
な

議
論
を
交
わ
す
中
か
ら
、
力
強
い

地
域
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。

温
か
い
ご
支
援
で
九
期
目
の
議

席
を
賜
り
、
感
謝
い
た
し
ま
す
。

吹
田
市
が
自
主
、
自
立
の
自
治
体

と
し
て
発
展
で
き
る
道
筋
を
求
め

る
と
と
も
に
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
づ
く
り
の
た
め
、
こ
れ
ま

で
の
経
験
を
生
か
し
、
さ
ら
に
ベ

ス
ト
を
尽
く
し
て
活
動
し
ま
す
。

市
政
上
の
問
題
に
つ
い
て
、
地

域
ニ
ュ
ー
ス
や

村
口
は
じ
め
の

ブ
ロ
グ

で
報
告
し
ま
す
。

福
祉
や
く
ら
し
を
は
じ
め
、
市

民
の
み
な
さ
ん
の
声
を
議
会
に
届

け
、
そ
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

双
方
向
の
活
動
で
、
市
民
が
主

人
公
の
市
政
を
め
ざ
し
ま
す
。

五
期
目
の
当
選
を
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
一
日
一
日
を
大
切
に
、

公
約
実
現
に
力
を
尽
く
し
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
は
私
達
に
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
重
要
性
、
原
発
に

頼
ら
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
転

換
を
提
起
し
ま
し
た
。
福
祉
と
災

害
に
強
い
吹
田
を
め
ざ
し
ま
す
。

日
頃
は
何
か
と
ご
指
導
ご
鞭
撻

賜
り
お
礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。
日
本
人
と
し
て
誇
り
が
持
て

る
教
育
の
推
進
・
官
か
ら
民
へ
の

行
政
改
革
・
地
域
と
行
政
が
一
体

と
な
る
安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く
り

を
モ
ッ
ト
ー
に
頑
張
り
ま
す
。

力
強
い
ご
支
援
で
三
期
目
の
議

席
を
賜
り
感
謝
致
し
ま
す
。
多
く

の
問
題
や
課
題
が
山
積
し
て
お
り
、

厳
し
い
決
断
を
迫
ら
れ
て
お
り
ま

す
が
、
今
一
度
原
点
を
見
つ
め
、

安
心
し
て
潤
い
や
活
気
あ
る
街
づ

く
り
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

障
が
い
者
や
高
齢
者
な
ど
、
助

け
を
必
要
と
す
る
人
た
ち
を
お
支

え
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
子
ど

も
た
ち
が
日
本
人
と
し
て
の
誇
り

を
持
ち
、
世
界
の
人
々
と
仲
良
く

し
て
い
け
る
よ
う
教
育
の
充
実
を

図
り
ま
す
。
そ
し
て
地
域
の
に
ぎ

わ
い
を
創
出
し
活
性
化
し
ま
す
。

皆
様
の
真
心
か
ら
の
ご
支
援
に

よ
り
、
二
期
目
の
当
選
を
さ
せ
て

頂
き
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

少
子
・
高
齢
化
が
進
む
な
か
、

大
好
き
な

吹
田

の
た
め
に
、

市
民
の
皆
様
が
安
心
・
安
全
に
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

坂 口 妙 子
公 明 党

島 晃
公 明 党

倉 沢 恵
日本共産党

塩 見 みゆき
日本共産党

柿 原 真 生
日本共産党

玉 井 美樹子
日本共産党

上 垣 優 子
日本共産党

山 根 建 人
日本共産党

平成 年（ 年）７月定例会日程案

７月定例会は、次の日程で開催す
る予定です。定例会の日程案は、
７月中旬に開催される予定の議会運
営委員会で内定しますので、詳細は
議会事務局（直通電話 ）まで
お問い合わせください。

７月 日（火）本会議（提案説明）
８月２日（火）本会議（代表質問）
３日（水）本会議（代表質問）
４日（木）本会議（質問）
５日（金）本会議（質問）
８日（月）委員会
９日（火）委員会
日（金）本会議（討論・採決）

皆
様
の
真
心
の
ご
支
援
を
賜
わ

り
三
期
目
の
当
選
を
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
と
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
皆
様
の

お
声
を
大
切
に
、
女
性
の
視
点
、

生
活
者
の
視
点
か
ら
、
安
心
・
安

全
の
吹
田
の
街
づ
く
り
に
、
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
の
真
心
か
ら
の
ご
支
援
を

賜
り
三
期
目
の
当
選
を
さ
せ
て
頂

き
心
よ
り
感
謝
と
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
一
票
に
託
さ
れ
た
皆
様

の
思
い
を
忘
れ
ず
、
現
場
第
一

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
住
み
よ
い
吹
田

の
街
づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

八
期
連
続
し
て
当
選
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
千
里
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

の
府
補
助
金
復
活

な
ど
公
約
実

現
の
た
め
が
ん
ば
り
ま
す
。
命
を

守
る
仕
組
み
を
壊
す
悪
政
は
許
し

ま
せ
ん
。
市
議
会
の
全
面
公
開
な

ど
議
会
改
革
を
す
す
め
ま
す
。

あ
た
た
か
い
ご
支
援
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
市
民
の
く
ら

し
・
福
祉
を
守
り
、
ま
た
大
規
模

な
開
発
か
ら
住
環
境
を
守
り
、
安

心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
吹
田
を

め
ざ
し
ま
す
。
住
民
が
主
人
公

を
モ
ッ
ト
ー
に
市
民
の
み
な
さ
ん

と
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
お
力

で
三
期
目
の
当
選
を
さ
せ
て
頂
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
の
ま
ち
づ
く
り
や
市
政

に
市
民
の
声
を
生
か
す
と
と
も
に

命
・
安
全
・
財
産

を
守
る
福

祉
・
防
災
の
ま
ち
づ
く
り
に
全
力

を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
温
か
い
ご
支
援
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
い
ざ
と

い
う
時
の
安
心
の
た
め
に
防
災
の

ま
ち
づ
く
り
と
福
祉
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
づ
く
り
に
取
り
組
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

と
こ
と
ん
聞
い
て

ま
っ
す
ぐ
届
け
る

を
モ
ッ
ト
ー

に
決
意
を
新
た
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

大
き
な
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
市
民
が
主
役
を

つ
ら
ぬ
き

な
に
よ
り
命
が
大
事

に
さ
れ
る
吹
田

と
、
こ
ど
も
や

お
年
寄
り
、
働
く
人
た
ち
が
大
切

に
さ
れ
る

政
治
の
弱
い
者
い
じ

め
か
ら
市
民
を
守
る
吹
田

の
ま

ち
づ
く
り
を
す
す
め
ま
す
。

た
い
へ
ん
大
き
な
ご
支
援
を
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
貨
物
駅
専
用
道
路
や
府
道
十

三
高
槻
線
整
備
・
環
境
問
題
、
南

吹
田
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
課
題

が
山
積
し
て
い
る
な
か
住
環
境
を

守
り
安
心
・
防
災
の
街
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
全
力
で
頑
張
り
ま
す
。

平成 年（ 年）７月定例会日程案

７月定例会は、次の日程で開催す
る予定です。定例会の日程案は、
７月中旬に開催される予定の議会運
営委員会で内定しますので、詳細は
議会事務局（直通電話 ）まで
お問い合わせください。

７月 日（火）本会議（提案説明）
８月２日（火）本会議（代表質問）
３日（水）本会議（代表質問）
４日（木）本会議（質問）
５日（金）本会議（質問）
８日（月）委員会
９日（火）委員会
日（金）本会議（討論・採決）

。

す い た 市 議 会 だ よ り 年（平成 年）６月 日 発行（２）


